
〈日 本 株〉

　衆議院選挙は自公連立政権が過半数割れとなっ
た。新たな連立政権の枠組みを探るなかで有力候
補は国民民主(28議席)と維新(38議席)。両党は
減税や財政支出による景気刺激･成長促進を重視
している。半導体の国産化支援や原発の再稼働や
防衛費の拡大にも前向きである。
　重要なのは選挙結果そのものではなく、選挙結
果がもたらす景気循環への含意にあろう。今後の
ネガティブ･リスクは、｢少数与党｣による政策の
混乱。政策の遅れに伴い円安･株安･債券安が意
識され、資本流出が加速する可能性もある。
　11月は米新大統領が決まる。ハリス氏の政策
運営は現政権の概ね延長線上だが、トランプ氏の
場合は関税強化と減税期待、金利先高感によるド
ル高を伴いやすい。日本株への影響は、短期的に
は円安を好感して株価上昇を誘発するとみる。米
国の経済とインフレが強含み、米長期金利が上昇
局面となれば、為替感応度の高い銀行･生損保株
や外需関連株が選好されよう。(10/28 田部井)
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政策の不透明感による株価の高ボラティリティは継続

10月の銘柄・業種別騰落率（9/30→10/25）米金利上昇と円安を意識した銘柄選別

11月の展望
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◇増収経常増益が見込まれる、指数平均よりも好配当利回り銘柄
（選択条件）
・決算期が24.12期～25.3期（前期に決算期を変更した企業は除く）
・24年度業績会社計画が売上高、経常利益伸び率がともに前期比10％以上（黒字転換含む）
・予想配当利回り2.5％以上、予想PER15.0倍以下（東証プライム平均2.48％、15.18倍）
・前期実績ROE（自己資本利益率）8％以上
・25日平均売買代金6,000万円以上の東証プライム銘柄を抽出

（データは10月24日現在）

業績伸長の好配当利回り銘柄銘柄
スクリーニング
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特 集

　24年10月15日～18日までCEATECが開催された。25周年特別企画は｢AI for all｣で上場企業では
アドバンスト・メディア(3773)、さくらインターネット(3778)、サイバーエージェント(4751)、横
河電機(6841)、TOPPANHD(7911)、日本テレビHD(9404)が出展しており、データセンターから
制御、コンテンツ・サービスなどAI(人工知能)を様々な役割から事業化している取組みが展示されていた。
政府推進の｢デジタル田園都市国家構想｣は地方公共団体の実施例紹介など、社会実装が進んでいる分、展
示としては地味な印象となっている。例年通り、電気機器と電子部品の企業展示が目立ち、半導体を極小
規模で製造できる｢ミニマルファブ｣や電子情報技術産業協会(JEITA)の半導体フォーラムの展示など、半
導体の関連展示が目立っていた。
　モビリティショーと併催されたが、モビリティショーはBtoB向けであり、クルマの電装化、水素など
の環境対応であった。

　上場企業が受賞したのは次の通り。総務大臣賞はViXion(ヴィクシオン)社の眼のピント調節機能を代
替・拡張する次世代アイウェア。アイウェアはTDK(6762)も数回にわたり網膜に直接映像を届ける(空中
に映像が見える)、網膜直接描画の新作を展示しており、｢次世代アイウェア｣は普及期が近づいている印象
である。
　デジタルイノベーション総合展であるが、受賞内容を見ても日系企業はサービスの中で、｢黒子｣となる
電子部品をモジュール化した製品が中核となりそうだ。 (高橋)

（図表1）テーマと注目点

（図表2）CEATEC 2024で受賞した上場企業

（出所）CEATEC 2024のHPより内藤証券作成（注）シャープは継続企業

（出所）CEATECのHPより内藤証券作成（注）20～21年はオンライン開催、22年からハイブリッド開催 

2000～2015

2016～2019

2018～2019

2020～2023

2024

家電見本市

つながる社会、共創する未来

Society5.0

Toward Society5.0

Innovation for All

新型携帯・スマホ、液晶・プラズマ・有機ELのTVなど

16年:イメージ映像中心、17年家庭用ロボット

18年:コマツのIoT、ドコモの5G、19年:スポーツ・エンタメ向け5G

空中タッチレス決済、ローカル5G

モビリティショーと初の併催

経済産業大臣賞

25周年特別賞

イノベーション部門賞

イノベーション部門賞

6753

6701

6762

6981

シャープ

NEC

TDK

村田製作所

消費電力0Wで表示保持可能な電子ペーパーディスプレイ。

長時間の映像から短縮動画と説明文章を自動生成する。例としては、ドラ
イブレコーダ映像から事故調査報告書を自動作成。
スピントロニクス技術を用いた第4の受動素子でAIデバイスの消費電力が
1/100。
最先端半導体の高性能化、省電力化に貢献するコンデンサ/インダクタ内
蔵基板（iPaS）。

内容タイトル 社名コード

注目点年 内容/テーマ

CEATEC 2024

Ⅰ デジタル実装が進んでいる

Ⅱ 日系企業の強みはやはり電子部品
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全般調整の中、東京メトロは順調なスタート
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11月の
スケジュール 米次期大統領の政策へ関心が向かう


